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はじめに

FT 法では閉鎖温度は結晶中の線状損傷である

FT の修復 (熱アニーリング) 特性に依存する.

ジルコンについてのこの特性は, 室内での加熱実

験と天然での超深層ボーリング試料の解析から研

究されてきた (Yamada et al., 1995a, b;

Tagami et al., 1998). しかしながら, その産出

した地域・年代・化学組成等の違いによって熱ア

ニーリング挙動が変化するかどうかはジルコンに

ついてはあまりよくわかっていない. それを解明

すべく本研究では, まず数種類のジルコンについ

てマッフル炉により加熱実験を行い, FT 長の測

定を行った. そして Nisatai Dacite 中のジルコン

等の試料についてこれまでに報告されているデー

タと比較・検討した.

実験

本 研 究 で は LMR (Lake Mountain

Rhyodacite), KT06 (Koto Rhyolite), FCT94

(Fish Canyon Tuff), NST (Nisatai Dacite),

BM4 (Bulk Member Tuff), TRG05・TRG07

(Utaosa Rhyolite from the Teragi Group) の

計 7 試料を使用した. また, エッチングの基準は

表面トラック径が 2 µmである.

結果と解釈

本研究での FT 長データを表 1 に示す. また,

これまでに報告されている研究データは表 2 に

示す. 図 1には試料ごとのデータをプロットした.

試料間比較により以下の 4つのことがわかる.

(1) 非アニーリング時に NST・FCT94 の平均

トラック長 (c 軸から 60˚以上の角度を持つ) が

他の 5試料に比べ有意に長い.

(2) 約 400˚C では NST が BM4 より長いが,

約 500˚C においては両者に有意の差は観察され

ない. これは初期トラック長を反映していると考

えられる.

(3) 約 600˚C において , TRG05 ･ BM4 が

FCT94･KT06･LMRより短い.

(4) 約 650˚C, 約 700˚C においては TRG05・

図 1. 試料間比較（標準誤差は２σ）.
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TRG07が NST・KT06・LMRより短い.

まとめ

本研究では , TRG05 ・ TRG07 と NST ・

KT06・LMR が高温領域において, 異なるアニー

リング特性の違いが観察された. これは, 試料間

でジルコン FT のアニーリング挙動が異なること

を示唆する. アニーリング挙動の原因としては,

一番年代の若い TRG05･TRG07 が特徴的なアニ

ーリング挙動を示したことから, 年代・トラック

密度によってアニーリング挙動が変化する可能性

が考えられる. しかし, 現時点では化学組成によ

る影響は否定できない.

逆に, 7 試料のうち一番年代の古い LMR につ

いては, そのアニーリング挙動には TRG05・

TRG07 以外の試料と比べ有意の差はほとんど観

察されない.

また, どの試料もアニーリング温度が高くなる

ほど標準偏差が大きくなり, FT 長分布の幅が広

くなった. これはどの試料も同じようなトラック

短縮過程をたどることを暗示している.

表 1. ＦＴ長の測定結果.
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